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熊本地震体験談
　震度７を２回観測し、甚大な被害をもたらした「熊本地震」から１年が経とうとしています。この災害を
風化させず、皆さんに普段の備えに対する意識を高めてもらうため、熊本へ派遣した職員が現地で見聞きし
た事例を紹介します。

ブルーシートの 
活用例 ｝ 

事例①「水がない！」 

　「本震後に断水し、翌朝
スーパーやコンビニの水は
売り切れていた。恐怖と疲
労で空腹は感じなかった。
ただ、喉は渇いた。その日
は、嫁さんがもらってきた
お茶で歯磨きをした」 

→飲料としてだけではなく、衛生の確保、調理、し尿処
理など、皆さんが思っている以上に水は必要です。飲料
水の備蓄の目安は、１人１日３リットルといわれていま
す。さらに、広い地域に甚大な被害が及ぶ可能性のある
南海トラフ巨大地震では、「１週間分以上」の備蓄が望ま
しいとの指摘もあります。 

→災害後、水と同様に品不足になるのが、ブルーシート
です。屋根瓦や窓ガラスの破損による雨漏り防止、室内
を片付ける際の散乱物の一時退避などに大活躍します。 
　購入する際には、ハトメ穴があり、紐を通して固定でき
るものを選びましょう。 

（御船町４０代男性） 

事例③「トイレがない！」 

　「４月で夜中はまだ寒く、
すぐにトイレに行きたくな
り近くの公園へ。公衆トイ
レは長蛇の列で、中に入る
と便器だけでなく個室全体、
通路、建物の裏側など足の
踏み場も無いくらいに汚物
が散乱していた」 

→地震の備えといえば、水や食料などの備蓄に目がいき
がちで、排せつ先となるトイレの備えが不十分な場合が
多いです。 
　仮設トイレの設置は、多くの日数を費やします。また、
排せつをためらうことで脱水症状やぼうこう炎、エコノ
ミークラス症候群などの健康障害が生じます。そのため、非
常用トイレ（簡易トイレや携帯トイレ）の備蓄も必要です。 

（熊本市４０代男性） 

事例②「ブルーシートがない！」 

　「本震のあった日、夜から
暴風雨の予報だった。屋根
が壊れていたから、急いで
ブルーシートを買いにいっ
たが、どこも売り切れだっ
た」 （南阿蘇村７０代男性） 

備えておきたい水の量（４人家族） 

１人１日 

３リットル 
家族の人数分 

７日分 ８４ 
リットル 

× × ＝ 

備えておきたい非常用トイレの量（４人家族） 

１人１日 

６回 
家族の人数分 

７日分 １６８ 
回分 

× × ＝ 


